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論文 梁端 に ス ロ ッ トを設 け た 梁下 端筋降伏 型 RC 造 骨 組 の

水平加力実験

大 久保 全陸
＊ 1 ・松 岡 忠生

＊ L’ ・占岡智和
＊ 3

要 旨 ： 鉄 筋コ ン クリ
ー

トラ
ー

メン 構造 の 梁端 に 下端 か ら梁せ い の 3／4 の 高さまで 幅 の 狭 い 鉛 直な SLOT

を設けて 梁の コ ン クリートを柱 か ら絶縁 した ス ロ ソ ト付き梁 と通 常の 柱か ら構 成され る 梁降伏 型骨 組に

っ い て 正 負繰 り返 しの 水 平加力実験を行い ，大変形 に 至るまで の 力学的特性 ，破壊性状，梁の 軸 方

向変形 挙動 に つ い て，通 常 工 法による骨組 と比 較検討した．ス ロ ッ ト付 き梁を有する骨組 の 荷重変形

曲線は層 間変形 角 1〆25 の 大変形 まで 安定した性状 を 示 した 。 また ， 梁 の 上端筋が降伏 せ ず ，左 右両

端 の 下端筋が降伏するス ロ ッ ト付き梁で は ， 梁 の 軸 方向変 形 が 通 常工 法 の 場合 に 比 べ て 極 め て 小さ

くな るこ とを示 した。

キーワード： ス ロ ッ ト付き梁，梁降伏型骨組，軸方向変形，鉄 筋 コ ン クリ
ー

ト

1、はじめに

鉄筋 コ ン クリ
ー

トラ
ーメン 構 造に お い て ，地震 時

お ける正 負の繰り返 し 曲げモ
ーメン トの 作用 に 対し

て 梁上 端筋 の 降伏 を許容せ ず ， 常 に F端筋 の 引

張降伏 と圧 縮降伏 に よっ て 抵抗させ る梁端 下 端筋

エ ネ ル ギ
ー

消 費機構 の 開 発 研究を進め て い る。こ

の 抵抗機構 で は梁端 の 柱との 接合 部に梁 下端か

らス ラブ下 面の 高さまで 幅 の 狭い 鉛直な SLoT を

設 けて コ ン クリートを絶縁し ， か つ 上端筋量は下端

筋量より多くする J 及び梁端領域で梁せ い の 約 1／2

に相当する長さの 間 の 下端筋 を鋼管 で 被覆 して 鉄

筋をア ン ボ ン ドとす るととも に，鉄筋 の 圧縮座屈 の

防 止 ・軽減を図る二とを基本 として い る 、

　この 抵 抗機構 の 開発 目的と特徴 は ，工上 端筋 の

引張降伏を許容 しな い ため，ス ラブ を含 め 梁 上 端

コ ン クリ
ー

トの ひ び割れ幅拡大が抑制され ， 震後の

浦修軽減が 図 れ る可 能性があるこ と，  下端筋の

降伏 に よっ て 梁 の 曲げ耐力 が 決定され るた め
， 曲

げ 耐力に影響す るス ラブ の 有効幅 の 評価に関する

瞹昧さの 問題 が 無関係 とな るこ と，3圧 負 の 曲げ

モ
ー

メン トに 対 して 同
．．一

鉄筋 （下端筋）が 引張降伏

と圧 縮降伏 を繰 り返 すため，ル ー
フ 面積の 大きい

荷重 変形 曲線が期待 で きる 可 能性がある こと等 で

あり，これ らにつ い て これ まで 実験に よっ て検討し ，

そ の 結果 を報告 した。
1）・　−2 ］

また ，こ の 抵 抗 機 構 特

有 の 梁 端 に お け るせ ん 断 力伝達機構 に つ い て 検

討 し，梁 端領域 に折り曲げ筋や 下端 筋 に 沿 っ たカ

ッ トオフ 筋 の 配筋 が 必要となることを報告 した．S〕

さらに ，この抵抗機構 で は ，在来 の 梁 降伏型 ラー

メン 構 造 で 問題 となる梁 の 軸方向変形がか なり軽

減され る可 能性がある＝そこ で ，本論 文 で は この 点

を骨 組 形 式 の 実 験 に よっ て 検 討 す ると鍵 ，に ，力学

的特性 等 に 関する実験結果 をあわせ 報告す る。

2，実験計画

2．1 試験体の 概要

今 回 行 っ た骨組 形式 の 試験体 を図
一1に 示 す ， 試

験体 は多層 多ス ハ ン 骨組 の 中間1層 1ス ハ ン 分 を

モ デ ル 化 した 中型骨組（SL ．FRAME と呼 ぶ ）で ある．

SL −FRAME は ，図 示 の ように t 下 の 左 右梁端に 梁

下 端 か ら幅 10mm
， 高さ 150mm の SLOT が設けら

れ て い る，梁 の 上端 筋は 3−D13 で ，下端筋 2−D13

より多く配 筋され て い る，下端筋 の 梁 端 に は 長さ

loemm ，内径 22mm の 鋼管が被せ られ て おり， そ の

＊1 九 州芸術
．
［科 大 学教授 芸 術 ［学部 環 境 設 計 学 科 工 博 （正 会 員）

＊2 九 州 芸 術
．
1：科 大 学 大 学院 芸術 工 学研究科生活環境専攻

＊3JL ・1・1．1芸術 「i，1ノく学助 ？ 芸術 L 学部環境設計学科　L 修（正 会員）

一 1513　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

間 は 鉄 筋とコ ン クリートがア ン ポ ン ドとな っ て い る．

また，こ の 構造独特の せ ん 断 ひ び割れ （Scrack と

呼ぶ）の 拡 大 防止 に対して T 折り曲げ筋 の 配 筋や ，

下端 筋沿い に カ ットオフ 筋を配 筋するこ とが 有効で

あ ることが 文献 3）の 実験 に より分か っ て い るこ とか ら ，

両 者 の 配 筋効 果が 対 比 で きるように 本実験で は 上

梁 の 梁端 には 折 り曲げ鉄筋 2−D6 を配筋 し，下 梁

に は SLO τ 上 部 の 折り曲げ筋2−D6 と梁 下端 の カッ

トオフ 筋 2DlO を配筋 した。梁 の 肋筋は 2−D6＠50

で あるが ，梁端 SLOT 際 で はこれを2重 巻きとした．t

　本実験で は，以上 の SL一ドRAME の他に，比較用

の 在来構法型 の 骨組〔RC 　 FR ・丶ME と呼ぶ）1体 の 実

験を行 っ て い る．RC −FRへME の 柱 梁の 部材寸法

は SL 一
ドRA，M 　F．と同じで ある．また，梁端 に SLOT が

無い こと
， 梁主筋 が 上 下 とも 2−Dl3 で ある こと， 梁

端 に 折 り曲げ筋等 の 特 殊 配 筋 が 無い こ と等 を 除 く

と，他の 条件は Sし
一FRAME と同じで ある。

　梁の 片側 か ら加力する本 実験 の 場合には，梁に

水 平力 の 1／2 に 相 当する 変動軸力が作用す る 、 こ

の 変動軸力 の 影 響を考慮して 梁降伏 型の 崩壊機

構が 形成され ろように RC 　 FR へME の 梁 にっ い て せ

ん 断 設 計を行 い ，SL −FRAME の 梁 は これ と同 じせ

ん 断 補強 とした．、

2．2 使用材料 の 性質

鉄筋とコ ン ク リ
ー

トの材料試験 結果を表
一1及 び表

一2 に 示す コ ン クリートは普通 コ ン クリ
ー

トで あり，

粗 骨 材 の 最大寸法 は 15mm で あ る．＝

表一1 鉄筋の 材料試験結果

σ ．（MP れ） 乏
v

σ
、
（MPa ） Note

Dl33530 ．0020187 梁柱主筋

D103790 ，0022532cut −
（∬ 筋

D6 3950 ．OO37499 肋 筋 ， 帯筋

表一2 コ ンク リートの 材料試験結果

σ B（MPa ） ε B E、：（GPa ） σ
、（MPa ）

L9．00 ．OO20220 ，1 L70

正 負の 水平力を加 え，下梁と左 右の柱上 トで 水平

力と骨組 全体回転 に 対す る反力をとる 方法 とした．．

荷重履歴 は変位制御とし，層間変形 角 R；0．25％，

0．馳 で iE 負各 1回，　 R；1，2，嘱 で それぞれ正負各2

回 の 繰り返 し荷重を加 えた
。

こ こ に ，R は 層間変形

δを 上 下 梁 芯 間 距離 hで 除 した 値 で あ る．

測定項目は，水平荷重 の ほ か ，図
一2 に 示す方法

に より，層 間変形，梁の 軸方 向変形，梁軸 方向 の

区 間変 形を測定 した 。 また ，梁主筋に 歪 ゲ ージを

貼付し，各部 の 歪を測 定した。

：・…　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凾 　 　：

　 　 　 　 　 　 D1 ：層 間変 形 　 　 　 　l

　　　　　　 D2：接点回転変形

　 1　　　　 D3：軸方 向変形
3　　　　　 D4：区 間変形

‘ …　　　　　　　　　　　　　 ｛ ：

図
一2 変形 等 の 測定方法

， 一「2 ＝ P墜・
3−D ・蔓L ・・2−P唖 塹」〒ぎ門

＋ P ．
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　．一 臥． h」田 1．冖．一一．． 璽磐 1到

　　　　　　　　　国
　　　 　　　　　　ド

ー
300 −　　　　　　　　　．

陣
謂 l

rh ・ ・ P2 三D6 ＠50

．
」
躅
〔冖
−

下一
」

　．一一．一一．．

一
一
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一
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二 ＝

　｝ 鸚 艦 耋 蟶 L汗
　　　　　　＿一迦 o　　　　　　 I

冨．．

網

図
一1 試験体（SL −FRAME ）の 形状，寸法 ，配 筋等

2．3 加力測定方法

加力 は 図
一1に 示す ように骨組 の 上梁 の 左 右から

3．実験結果

3．1 荷重変形曲線に つ い て

Sし一FRAME と比較用 RC−FRAME の 水平荷重 P

と層問変形 角R との 関係 （荷 重変形 曲線）を図
一3 と

図一4に 示 す．

Sし PRAM 巳 （図
一3）の 荷重 変形曲線 の 形状及 び

ル ーフ 性状 は，R＝4vaの 変形 レ ベ ル よで終始 安定

した 曲げ降伏型 の 性状を示 して い る，しか し，耐 力

に 関 して は ，SL −FRAME の 荷重 は
，
比 較用 の RC −

FRAME （図
一4 ）と比 べ て R＝O．25ty・の 初期 の 段階 で

約 23 ％ ，R・41．，b の 大変形 レベ ル で 約 12％ そ れ ぞ
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れ低 い ，この 原 因として は，SL　 FR，AME で は ，曲げ

モ
ー

メン トに よっ て 梁 の 下 端が 圧 縮 となる梁端 に お

い て，下端筋をア ン ボ ン ドとするため鋼管 で被覆し

た が，そ の ド端 筋が 鋼管内で 座 屈を起こ し，曲げ

抵 抗 が 低 Fした もの と考 えて い る r すなわち ， 本実

験 で は 使 用 した梁下 端筋 は Dl3 で あ り，そ れ を覆

っ て い る鋼管の 内 径 は 鉄 筋に 歪 ゲージ を貼付す る

関係 か らやや大きく約 22mm で あり，両 者間 の クリ

ア ラン ス が 約 10mm 存在した た め ，鋼管内 で ト端

筋 の 座屈が容 易 に 起っ た 可能性 がある．、こ の点を

検討 するた め，下端筋 の 座屈長さ 1kを SLOT 幅を

含 め た ア ン ボ ン ド区 間 （110mm ）と仮定して鋼構造 で

一
般 的 に使わ れ て い る座 屈強度 σ k の 式

　　 σ k
−
｛1−0．4（λ／A ）

t
｝F 　　　　　　（1）

　　 A ．vTrm ，
　 F

−
　　　　　 （2）

を用 い ，λ＝｝k　，
’
i，F ；

σ v として ff　 kを計算した 結

果，座 屈強度 は 降伏点強度の 約 o．775 倍 となり，

RC−FRAME の 荷重に対するSL ．FRAME の 初期 の

荷重低 下率 に 近 い 値となる ことが分か っ た．

なお ， 鉄筋は座 屈 に より鋼 管内壁 に接触後は ，

そ の 横方向変 形 は クリア ラン ス の 分以 上 に は 進 行

しな い の で ，層間変形 の 増加 に 伴 っ て 鉄 筋 の 座 屈

モー
ドが 次 第に複雑に変化し，F端筋 の 圧縮耐力

の 増 加が起 こ り，骨組 の 水 平荷重 の 低 下 に は 至 ら

なか っ たもの と考え られ る ，

また，曲 げ モ
ーメン トに対 して 梁 下端 が 引張とな

る他端 に おい て は ，鉄 筋 の 座 屈 は 起 こ らな い の で

通常 の 梁と同様な 曲げ降伏 に よる抵 抗が 発 揮され

ろ ため，曲げ降伏 後の 層間変形 の 増加 に つ れ て

SL−FRAMtl と RC −FRAME との 耐 力差は減少 して

行っ た ものと考え られ る、

本 工 法 で は梁端 の 下端 筋が引張となる曲 lfモ ー

メン トを受けるときに SLOT 部の 小 区間で 鉄 筋の 引

張歪集 中を避 けるとともに，柱からの 主筋 の 抜 け だ

し量 の 軽 減 と梁下 端 の 曲げ ひ び割れ発 生 の 回避

を考 え て
， 下端筋 の

一．一
定 区 間を鋼管 で 被覆しア ン

ボ ン ドとす るこ ととして い るの で ，実 用 化 に 際 し
一
r ・t

下端 筋の 鋼管内で の 座屈 変形が で きるだ け 小 さく

なる ように鋼管 内径と鉄筋外径 との クリア ラン ス を小

さくする二 とが重要となる．

直

図
一3SL −FRAME の 荷重変形曲線

一1

図一4RC −FRAME の 荷重変形曲線

（a）R＝ 1％ 時 の ル
ープの 形状

（b）R＝2％ 時の ル ープ の 形状

　図
一5 ル

ープ形状 の 比較

一
b

3，2 荷重変形曲線の ル ープ性状

SL−FRAME の 繰 り返 し 加 力 中 の ル ー
フ 性 状を

RC −FRAME と比 較 して 図
一5 （a ），（b）に 示 す 各 ル

ー

フ は R二1％と 2Y・ の 各変形 レ ベ ル で の 繰り返し加力
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の 負加力か ら正 加 力まで の 閉じた 1サ イクル 分 で あ

る ，
二の ル ープ で 囲まれる面積を求 め た結果を 図

一

6 に 示 す 、，

図
一5 か ら SL　 FR へME の ル

ープ形 状 は RC ．

FR へME の そ れ と比 べ て すぺ りの 無い 紡錘形とな っ

てい るこ とが観察される。 また ，
S．　L−FRAM ビ で の 下

端筋座 屈による荷重 低下分 の ル ーフ 面積の減少

が ，ル ー
ア 形状の 改善に よっ て 相殺きれる形 で 表

れ ， 図
一6で は SL−FRAME とRC −FRAME の ル ー

フ

面積 が ほ とん ど 同等となっ て い る こ とが分か る．、

面禾責　（xlOSkN
・Ctn ）

10

8

6

4

2

0

薩 畢姦囲

R （％）

4

3，3 ひ び割れ性状

両試験体 の R二4％ で の 加力 終了後 の ひ び 割れ

状況を図
一7 と図

一8 に 示 す、両試験体とも破壊 モ
ー

ドは梁 の 曲げ破壊 で あり，上 ド左 右 の 梁端近傍に

曲げひび割れ が 発 生 して い る．SL一ドRAME で は ，

R＝4％ の変形レ ベ ル で 鋼管の 終 端近傍から斜めに

向けたせ ん断 ひ び割 れ（S−crack ）が発生した が ，図

一1 に示 した 梁端 の 折り曲げ鉄 筋や カ ッ トオ フ 筋が

S−crack の 幅の 拡大を拘 束し ， ひ び 割れ幅は 大き

なもの となっ て い ない 、、

　両 ひ び 割 れ 図 中 に ひ び 割 れ 幅を記 入 した。図 に

観 られるように ，SL−1「rtA，ME で は 梁端 上端 の 曲げ

ひ び割れ幅が RC ．．FRAME の 場合に比 べ て 小さい ，

こ の 点 が 本抵抗機構 の 大 きな特徴の
一

っ で あり，

SL −FRAME と RC　FRAME との 間 の こ の ひ び害「」れ

幅の 違 い が後 に 考察す る梁 の 軸方向 変形 の 性 状

に関係するこ ととな る．

0．25　　　0．5 　　　　　1　　　　　 2

　　 図
一6 ル

ープ面 積 の 比較

　　　　 1．3　　008S −Crack
i
−
”

坦

璽

儲
35

O．45LLL
＿

0，75　　0．08S −Crack ’一一一一一一一一
「 丶

　 　 　 E　 卜
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　　　　 5．0　2．0　　　　　　　　2．0　6．0
1
’．
　 　 一キ

「 丶
一

1 一
到 　．

．ず i評
　一一”ii

　 ．．∫
× 、　　 『⊃

　　5 「 2．0 　 　 　 　
10
．3． 　

L7

．0 −−

r＿ ．　　　　
一
　　　　　

．
　 i

．
「 ン　 ＿ ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　

噛 「
一

諞一・ 一
一

ナ iPl証
　　　 図一8RC ＋ RAME のひび割れ状況

4 ．梁 の 軸方向変 形

図
一2 に 示 した方法 に より，梁 の 軸 方向変形 （左 右

の 梁柱接合部中 心 間距離の変化 量）を測定 した．

そ の 結果を水 平荷重と軸 方向変形との 関係 で 図
一

9と図
一10 に 示 す c

図
一9 は SL　 FRAME の 上 梁 （a 図 ）と下 梁 （b 図 ）に

つ い て 示 し，図
一10は RC 　 FRAME に つ い て 同様に

示 して い る が，図
一9 （SL −FRAME ）の 横 軸 の ス ケー

ル は 図
一10 （RC −FRAME ）の 1／10 で ある、

　両図 の 比較か ら，SL　FRAME の 梁の 軸方向変形

は ，RC　FRAME の 約 1／15ない し li
’
20程度 で あり，

梁 の 両端に SLOT を設 けて 下端筋の み を塑性変

形させ る本抵 抗機構 で は ， 通常 の 梁 降伏 型骨組

に 比 べ て 梁 の 軸方向 変形 をか な り軽減 で きる 可能

性 が あ る ことが分か る．、 梁降伏 型骨組 で 梁の 軸 方

向 変形が大 き くなる と同
一

層 に お け る柱の 変形 が

個 々 に 異なる結果 になっ た り，柱か らの 拘束力が

梁に軸方向力として 作用 し，梁 の 曲げ抵抗を増加

させ ろ こ とに っ なが っ た りすることが 以前 か ら指摘さ

れ て い るが
41−Gl

，　SL一ドRAME は この 問題を軽減する

方向 の 性質を有 して い る．

図
一11 は，梁 の 曲 げ ひ び割れ幅を梁端 に寄せ 集
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め ，梁両端 の 圧縮縁〔c 点）で 梁が剛体的 に 回転を

起 こすと仮定した 梁 の 変形とそれ に伴っ て 生 じる梁

の 軸方向変形 の関係を表す マ クロ モ デ ル で ある。

（a）上 梁の 軸方向変形挙動

P（kN）
．

150 「

17

δ （01田 ）

1 一〇，5 一5 o．5

1
一150 一

　　 （b）下 梁 の 軸方 向変形挙動

図
一9SL −FRAME の 軸方向変形 挙動

　　 P（kN）
200150100

　 50

　 0

−50
−100
−150
−200

（a ）上 梁 の軸方向変形挙動

こ の モ デ ル から幾何 学的に誘 導され る梁 中心線

ヒの 軸方向変形 量△ L
。
は ，RC−FRAME （a 図）の 場

合 ，

　　△ Lo＝（ΣWT ＋ Σ、〜
．
B）／2　　　　　　 （3）

となり，
SL −FRAME （b 図）で は

　　 △Lo＝　ΣW
丁
／2　　　　　　　　　　（4）

となる，た だ し，上式 で は 梁 の 剛体 回 転 に 伴 う梁長

自体 の 変化量は微小 で あるとして無視して い る．

式 （3＞，式 （4）の ΣWT とΣWB は ，そ れぞれ梁の

上端と下端 の 曲げ ひ び割れ幅 の 合計を示す，また，

SL−FRAME で は，梁端の SLOT 幅の 開閉量（図一

11b の Sl，S2）の 絶対値は 左 右で 同 じ（S1＝S2）で ある

と仮定 してい る ． こ の 仮定 は，図
一12 に観られ るよう

に SLOT を挟 む 両梁端 の 下端 筋 位置 で の 区間

（150mm ）の 変形 S1
，
　 S2 が ほ ぼ等しくな っ て い るこ と

か ら肯 定 で きる。

WT

　　　　（a ）RC −FRAME 場合

　　10＋ （Sl −　S2 ＋ ΣWr ）！2

　　　 （b）SL −FRAME の 場合

図
一11 梁 の 軸方 向変 形 の マ クロ モ デ ル

　 　 P（kN）200150100

　 50

　 D
−50
・IOO
−150
−200

　　 （b）下 梁 の 軸方向変形挙動

図
一10RC −FRAME の 軸方 向変形挙動

S2

  ）

図
一12SL −FRAME 梁端 下 端筋位置の 区間変形
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R・0．2騙 か ら 障 脳 の 各変形 レ ベ ル で の 荷重変

形曲線の ピーク時に 実測した ひ び割 れ幅を用い て ，

式 （3）と式（4）で 求めた梁 の 軸方向変形△ L
。
と図

一9

及び図
一10 に示 した軸方向変形 の 実測値との 比較

を行っ た 、 そ の結果を図
一13に示す。

△ しo （mm ）
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＆

翫
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急

L

−。
住

o，

』△

2

一 式（3），式（・D
・→ ・。実測値

1 2R （％）

図
一13 マ クロモ デ ル か ら予測される梁の 軸 方 向

　　　　　変 形 と実測値との 比較

鋼管内で の 座屈 に より通常構法 の RC −FRAME の

耐力より R二4％ で 約 10 数 ％ 低 い が ，これ は 鉄 筋と

鋼 管との クリア ラン ス が 大き過ぎた こ とに よるもの と

考え る．．鉄筋 の 鋼管 内で の 座屈を防止 ・軽減す る

た め に は ， 鉄 筋と鋼 管 との 間 の クリア ラン ス を 極 力

無くす ように す ることが 必 要で ある

（2） SLOT 付き 梁降伏 型骨組 は ，す べ りの 少 ない

紡錘形 の 荷重 変形曲線を示 した ：、

（3） SLOT 付 き梁 特 有 の せ ん 断 ひ び 割れ（s−

erack ）にっ い て は，折り曲げ筋や カ ッ トオ フ 筋 の 配

筋に kっ て ひ び割れ幅 の 拡大が抑 制で きることを，

本骨 組実験 で も再確認 した J

　（4） S．　LOT 付き梁降伏型骨糸且で は ，梁 の 軸 方 向

変形 の 発 達が か なり軽減 で きた．この 骨 組 の 軸方

向 変形 量 は 梁 上 端 の 曲 げ ひ び 割 れ 幅 の 合計値と

ほ ぼ近似した ，

文 野 ら
6）

は，梁 の 軸方向変形 の 問 題 を検討す る

中で 梁の軸方向変形量は梁に発生した 曲げ ひ び

害1」れ 幅と大きく関係す ることを指 摘 し ， 曲げ ひ び割

れ 幅 の 合計 値が軸 方向変形 の 実測値とほ ぼ対応

して い た こ とを示 して い る 。

本実験 で は ，梁 の ひ び割れ幅 の 実測値を使 っ て

式 〔3）と（4）か ら求め た梁の 軸方向変形は，図
一13 に

観られるように 実測した梁 の 軸方向変形 と良く
一

致

した c．

　以 Lか ら，結 局，梁 の 軸方向変形 は 梁に 生 じる

曲げ ひ び 割れ幅を如 何 に 評価す るか と言 う問 題 に

帰す ることとな る 。 この 点，SL
．−1：F〈AME の 場合 に は，

軸 方向変形と関係す ろ梁 の ひ び 割 れ幅 は t に 梁

の 上 端 の もの だ けとなるこ と，また 梁 の 上 端筋 は 引

張降伏させ ず弾性 範囲 に保た れ るこ と等 に kり，軸

方向変形 は 通常 の RC 梁 の 場合 より小さくなると言

える．

5．結び

本研究 に より得られ た 結果を以 トに 要約す る＝

（1） SLOT 付 き梁降伏 型骨組は R＝4 ％ の 変形 ，it

で安定 した荷重変形関係を示 した，骨組 の 耐 力は ，

曲げ モ
ー

メン トに よっ て 圧 縮 力を受 け る下 端 筋 の
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